
３
％
増
税
で
現
在
輸
出
の
伸
び

が
停
滞
し
て
い
ま
す
。

ま
た
実
質
賃
金
で
４
月
は
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
３
・
１
と
大
き
く
下
が

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
消
費
税
の
増
加
分
を
超

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
法
人

税
の
減
税
を
決
め
た
。
財
源
な
し

で
減
税
、
法
人
の
内
部
留
保
に
回

る
こ
と
が
確
実
で
、
雇
用
者
の
賃

金
に
回
り
ま
せ
ん
。

政
府
の
シ
ナ
リ
オ
通
り
で
す
。

民
主
党
旧
官
房
長
官
枝
野
氏
の
、

原
発
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
無
責
任
に

も
「
直
ち
に
影
響
（
危
険
）
が
な

い
」
と
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
「
想

定
内
」
で
し
ょ
う
。

増
し
て
個
人
消
費
の
マ
イ
ナ
ス
を

マ
ス
コ
ミ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
官
僚
の
粉
飾

を
垂
れ
流
す
事
で
し
ょ
う
。

こ
れ
で
は
我
々
は
、
実
際
何
時

ま
で
も
豊
か
に
な
れ
ま
せ
ん
。
も

の
言
わ
ぬ
民
は
、
奴
隷
的
扱
い
に

貶
め
ら
れ
続
け
ま
す
。

民
を
大
切
に
し
な
い
企
業
も

国
家
も
末
は
明
ら
か
で
す
。

こ
れ
は
少
子
化
で
人
口
減
少
が

現
実
の
査
証
で
し
ょ
う
。

首
切
り
解
雇
で
、
大
企
業
技

術
者
の
頭
脳
移
転
が
従
業
員
を

大
切
に
し
な
い
ツ
ケ
、
大
き
な

代
償
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
輸
出
大
企
業
（
ト
ヨ
タ
）

な
ど
は
、
５
年
間
国
税
を
支
払
っ

て
い
ま
せ
ん
。

受
取
配
当
の
益
金
不
算
入
や
各

種
の
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
っ

て
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

更
に
、
消
費
税
の
輸
出
還
付
金

（
免
税
）
で
地
元
の
税
務
署
か

ら
輸
出
消
費
税
の
全
額
が
還
付

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

財
務
省
の
振
り
込
め
「
ニ
ィ
ー

サ
」
は
年
百
万
円
、
計
五
百
万

ま
で
投
資
の
益
を
５
年
間
の
売
却

益
を
非
課
税
に
す
る
制
度
で
、
売

却
損
は
繰
り
越
せ
ま
せ
ん
。

証
券
市
場
に
無
垢
な
国
民
を
引
き

込
み
、
自
己
責
任
で
逃
げ
出
さ
な

い
よ
う
市
場
の
活
性
化
、
財
界
優

先
で
生
み
た
て
卵
の
よ
う
に
気
を

使
っ
て
い
ま
す
。

騙
さ
れ
る
国
民
の
心
が
正
常
で

な
い
の
で
し
ょ
う
。
ど
こ
か
が

壊
れ
て
い
る
。

ど
こ
に
国
民
の
為
の
成
長
戦
略

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
10
年
、
20
年
前
に

見
て
い
た
「
幸
せ
」
に
果
た
し

て
近
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
危

機
の
増
大
と
不
安
は
一
向
に
減
っ

て
い
な
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
愛
が
深
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

政
権
や
巷
の
「
哲
学
」
無
き
先

ち
ま
た

生
方
、
セ
ク
ハ
ラ
都
議
は
選
出

者
の
「
恥
部
」
そ
の
も
の
で
す
。

戦
後
日
本
人
が
失
っ
た
の
は

「
哲
学
」
で
す
。

「
誰
が
見
た
っ
て
、
日
本
よ
り
コ

ロ
ン
ビ
ア
の
選
手
た
ち
の
方
が
、

う
ま
く
賢
か
っ
た
で
は
な
い
で
す

か
。
テ
レ
ビ
は
実
に
恐
ろ
し
い
。

子
供
に
で
も
、
そ
れ
が
世
界
に
明

確
に
わ
か
っ
た
。

朝
日
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
乗
せ
ら
れ
た
。

４
年
後
の
再
起
を
願
い
ま
す
。
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理
研
改
革
委
員
会
の
提
言
の
要
点

は
次
の
と
お
り
。
（６
月
12
日
発
表
）

１

S
T
A
P

問
題
に
係
る
個
人
及
び

組
織
の
責
任
を
明
確
に
し
、
相
応

の
厳
し
い
処
分
を
行
う
こ
と

２

任
期
制
の
職
員
の
雇
用

を
確
保
し
た
う
え
で
早
急
に

C
D
B

を
解
体
す
る
こ
と
。
新

た
な
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

る
場
合
は
、
ト
ッ
プ
層
を
交
代
し
、

研
究
分
野
及
び
体
制
を
再
構
築
す

る
こ
と

３

S
T
A
P

現
象
の
有
無
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
科
学
的
に
正
し
い
再

現
実
験
を
行
う
こ
と

４

研
究
不
正
が
認
定
さ
れ
て
い
な

い
第
２
論
文
に
つ
い
て
、
速
や
か
に

「
科
学
研
究
上
の
不
正
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き

調
査
を
行
い
、
研
究
不
正
行
為
の

有
無
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
外
部
調
査
委
員
会
に
よ
る

論
文
の
検
証
を
徹
底
し
て
行
う
こ

と５

「公
正
な
研
究
の
推
進
＝
研
究

不
正
行
為
の
防
止
」
を
最
上
位
命

題
に
位
置
づ
け
る
と
共
に
、
公
正
な

研
究
の
推
進
と
研
究
不
正
防
止
を

担
う
理
事
長
直
轄
の
本
部
組
織

（研
究
公
正
推
進
本
部
）を
新
設
す

る
こ
と

６

研
究
不
正
を
防
止
す
る
「具
体

的
な
仕
組
み
」を
構
築
す
る
こ
と

７

理
研
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

を
変
更
す
る
こ
と

８

外
部
有
識
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
「
理
化
学
研
究
所
調

査
・改
革
監
視
委
員
会
」を
設
置
し
、

再
現
実
験
の
監
視
、
論
文
検
証
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
理
研
の
改
革
を

着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
監
視
委

員
会
に
よ
り
本
委
員
会
の
提
言
に

基
づ
く
改
革
の
実
行
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・評
価
す
る
こ
と


